
水素ボンベから携帯用のアルミ容器に水素を充填する作業中、携帯用アルミ容器が破裂し、３人が
被災たもの。

技術員等

8時台 荷

11月
建設業

男性3名
破裂

5

平成27年の重大災害（一度に３人以上）発生状況(大分県)  

№

発生月
業  種
(中分類)

被 災 者
性別
職種

経験年数

事故の型

災　害　発　生　状　況

時間帯 起 因 物

　被災者ら３人は、訪問入浴サービスのため車で移動し、仮設信号機に従い停車していたところ、
後方から来たマイクロバスが被災者らの車に追突し、３人が被災したもの。

介護職員等
14時台 乗物

1
５月

社会福祉施設

女性3名 交通事故

　被災者が運転する会社の社用車で同僚３名を乗せ帰社する途中、雨でタイヤがスリップし、左車
線のガードレールに衝突して車が横転し、４人が被災したもの。

建設作業員
18時台 乗物

2
５月

建設業

男性4名 交通事故

　フライヤーの熱で、フライヤーの上に置かれていたガスボンベが外れフライヤーの中に落ちて爆
発３人が被災したもの。

調理員等
15時台 危険物・有害物等

3
７月

飲食店

男性2名女性1名 爆発

車両系建設機械であるドラグショベルの定期点検作業を３名で実施した。昼になり３名とも手首や
首筋がヒリヒリしたことから水洗いした。その後、18時まで作業を継続し、作業終了後、事務所で
手首や首筋が赤く炎症を起こしているのを確認。３名は病院で診察した結果、アルカリ化学熱傷と
診断されたもの。

技術員等

12時台 危険物・有害物等
4

8月

商業

男性3名 その他


